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事業概要
事業の目的 事業内容概略

工場/事業所などの産業分野への水素利活用拡大に
向け、最大の課題である水素価格の低減に貢献すべく、
高効率水素製造システムの開発/実証評価を行う。
理論的な水素製造効率の高さからSOECによる高温
水蒸気電解への期待が高いが、熱や水蒸気の調達が
課題である。本事業では、工場/事業所において多量に
存在し、活用ニーズの高い100℃以下の未利用低温
排熱を活用して水蒸気を生成し、SOECにより水蒸気
電解する高効率オンサイト水素製造システムを目指す。

【要素技術開発】 （2023年度、2024年度）
◆ボタンセルやスタックを用いた高効率化の要素検討
◆高効率SOECユニットの要素技術開発
・エネファームTypeSの熱マネジメント技術を活用

◆排熱回収-水蒸気生成ユニットの要素技術開発
・100℃以下の未利用低温排熱の回収技術
・排熱発生と水素製造の時間差を吸収する蓄熱技術
・機械圧縮式ヒートポンプと組み合わせた蒸気生成技術

【システム実証評価】 （2025年度）
自社工場/事業所にて、SOECシステムの実証機を設置し、
排熱の回収・水蒸気生成及び水素製造を実証する。2023年度～2025年度予定）

事業期間

事業イメージ 実施体制

研究開発目標と開発スケジュール

2024年度の成果・進捗
SOECシステム要素技術開発 概要

各要素技術検証用のSOECシステムの設計/試作/評価を実施

まとめ

SOECシステム要素技術開発 ホットモジュール

SOECシステム要素技術開発 SOECシステム

事業の位置付け・必要性 未利用低温排熱の活用

出典：NEDO様HP
https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101074.html

出典：NEDO様pdf P62
http://www.thermat.jp/HainetsuChousa/HainetsuReport.pdf

・多くの業種で200℃以下の未利用排熱が存在
・特に100℃以下の未利用排熱の活用ニーズが多い

⇒これを活用できれば水素製造を地域の産業分野に展開できる
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 SOECホットモジュールの更なる高効率化を目指し、以下の評価結果を得た。
  初期性能：DC電解効率85.2%⇒86.8%（3.46 kWh/Nm3）

 低温排熱回収型6kW級SOECシステムを試作し、電解動作を確認した。
 25年度内に30kW級システム実証試験を開始する。

本事業終了後の実証に協業していただける
パートナーを募集しております。

URL：https://www.env.go.jp/earth/ondanka/cpttv_funds/pdf/db/256.pdf

純水素SOFC アンモニアSOFC

地域で水素を利活用できる社会構築に
貢献すべく、本事業の水素製造SOEC、
純水素SOFC（環境省助成事業）、
アンモニアSOFC（NEDO助成事業）の
技術開発を推進しています。

URL：https://www.nedo.go.jp/content/100975112.pdf
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